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第５学年理科学習指導案
日 時 平成１７年１０月１２日（水）授業１
学 級 ５年３組 男子 名 女子 名 計 名18 16 34
場 所 視聴覚室
授業者 教諭 清水 武彦

１ 単元名 「てこのはたらき」

２ 単元について
( ) 教材観1
本単元は、Ｂ領域（２ 「てこを使い、力の加わる位置や大きさを変えて、てこの仕組み）
や働きを調べ、てこの規則性についての考えをもつようにする 」を受けて設定されたもの。
である。
５学年では 「条件を制御しながら、実験を計画的に行う力をつけること」に重点がおか、
れている。そして、計画的な追究活動を通して、量的変化の規則性についての見方や考え方
を養うことがねらいとなっている。
本教材は 「てこがつり合うときのきまり」や「てこを使ってものを楽に持ち上げるきま、
り」などを追究する実験を行う上で、制御すべき条件と制御しない条件とを区別しながら実
験することができる。そして、実験の結果が見た目だけでなく、実際に感じることができ、
数字としてもはっきりと現れる。つまり、結果から量的変化の規則性に自ら気付き、規則性
についての見方や考え方を養うことができると考える。
実際に体感しながら実験したり、もの作りをしたりすることからも、てこの規則性の理解
を深めることができる。また、身近なものにてこのしくみを利用したものがたくさんあるこ
とから、規則性を日常のものに当てはめて考えることができ、学習したことを生活に生かせ
る学習としても大変によい教材である。
( ) 児童観2
児童は、前単元「植物の発芽と成長」や「花から実へ」の学習を通して、発芽に必要な条
件、成長に必要な条件、実になる条件について学習している。この学習を通して、変える条
件、同じにする条件を整えて実験することの大切さをとらえている。
また、これまでの学習の様子を見ると、観察や実験を積極的に行う児童が多く、理科への
関心意欲は全体的に高い。しかし、条件を整えて実験方法を考える力、結果を考察する力は
まだ十分には育っていない。全体の力を伸ばしていくために、条件の整え方、記録の仕方、
結果を考察する視点などを少しずつ指導しているところである。
本単元に関わる児童の実態は以下の通りである。
① 支点から左右同じ距離に同じ重さのものをつるすとつり合う・・・３４／３４正解
② 同じ重さのものをつるした場合、支点から遠い距離の方に傾く・・ ９／３４正解
③ 支点から遠い距離の方が楽にものを持ち上げることができる・・・１５／３４正解
④ 楽にものを持ち上げることができる作用点、力点の位置・・・・・ ３／３４正解
①の結果から、児童はつり合いの基本の条件を生活経験から理解していることがわかる。
しかし、②③の結果から、支点からの距離とおもさの関係については経験も少なく、理解ま
はされていないことがわかる。
このことから、経験したことを知識にしていくことが大切であることがわかる。実験活動
を十分に行い、結果を図や言葉で表すことを通して、つり合いの条件、てこのはたらきのき
まりを理解させていく必要があると考える。
( ) 指導観3
「てんびん」では 「支点から等距離に同じ重さのものをつるす」と左右がちょうどつり、
合う 「てこ」では、違うおもりを左右つり合うように支点からの距離を定めたり、逆に、。
左右がつり合うようにおもりの重さを変えたりする。この単元で１つのことを追究していく
テーマは「左右のつり合い」であると考える 「左右のつり合い」で追究していく場合 「て。 、
んびん」から「てこ」へと学習していく方が、児童の思考がスムーズに流れると考える。そ
こで 「てんびん」から「てこ」そして「補充・発展」へと学習を進めていくようにする。、
「 」 、 。水平につり合わせましょう と投げかけ 様々なものを一点でつり合わせる活動を行う
つり合いそうもないものも用意し、つり合わせるということに興味をもたせたい。次に、同
じおもりを左右につるしてつり合わせる活動から、左右がつり合うときのきまりを見つけさ
せ、てんびんにつなげるようにする。
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６ 本時の指導（７／１３ 【モデル学習】）
( ) 目標1
てこを使って楽に物を持ち上げるには、おもりの位置や力を加える位置をどうしたらよい
か、てんびんでの学習をもとに考えることができる。
( ) 本時の指導にあたって2
導入実験で、今までの学習の「左右のつり合い」をもとに「てこのはたらき」へ視点を向
けさせ、てこのはたらきの特徴をとらえる学習につなげていくようにする。支点は固定し、
作用点と力点を変える条件として、楽に持ちあげる方法を考えさせる。そのとき、変える条
件を一つずつにし 「調べる条件」に基づく「同じにする条件」をはっきりさせ条件を整理、
して調べるよさをとらえさせたい。実験から分かった２つのことをつなげるために、最初の
実験にかえり、より楽に持ちあげる方法に気付かせ、本時目標の達成に近づけたい。
( ) 展開3
段 学習内容・学習活動 支援の手立てと評価の観点 準備･資料
階
１ 前時までの学習との関連を 発問① 児童用てこ
つかむ。 これは、つり合っていると言えますか。 １０㎏砂袋

と ・全体で実験を行い 単元のテーマである 左、 「
右のつり合い」との関連性をもたせる。 鉄パイプ

ら ４０㎏砂袋
２ てこについて知る。 ・重さ１０㎏の砂入り袋をてこを使って持ち 支点用台
え 上げさせ 「てこ」について理解させる。、

スマートボ
３ 課題をつかむ。 ・重さ４０㎏の砂入り袋をてこを使って苦労 ード
る しながら持ちあげる様子を見ることで、本時 プロジェク

の課題を解決していく意欲付けとしたい。 タープロジ
重いものを楽に持ち上げるためには ェクター
どうしたらいいだろう。 スマートボ10

分 ード
３ 課題について予想し、交流 ・ 変える（調べる）条件 「同じにする条件「 」
し合う を整理し、正しく実験できるようにする。
（１）同じにする条件、変える また、実験する上で条件を整えるというこ
条件を整理する。 との大切さに気付かせる。

てこ
た 発問② 砂入り袋
（２）条件をもとに、楽に持ち 楽に持ちあげるには、作用点点（力点）の 支点用木片
上げる方法を予想する 位置はどこにすればいいですか。 各８

・前時までの「左右のつりあい」の学習をも
し とに予想し、理由が書けるように紙板書に

掲示しておく。

４ 課題について調べ、結果を ・小グループ（４人）ごとに実験すること、
か 記録する。 グループ全員の予想をやってみること、記
（１）実験の仕方について確認 録の仕方を押さえる。
する。
・グループ

め ・方法 ・力点や作用点、支点の位置が分かりやすい
、 。・記録の仕方 ように てこに色テープで印をつけておく

（２）グループで実験する
・実験をする

る ・記録する

５ 実験の結果を交流する。 ・図とともに、言葉で発表させる。 発表用画用
（１）結果を発表する。 紙

発問③（主）
もっと楽に持ちあげられる方法があります マジック

（２）より楽に持ちあげる方法 支点、力点、作用点はそれぞれどこにすれ
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を考える。 ばいいですか。
と問い、４の実験結果をもとに２つ考えを

（３）考えを発表しあい、確か 合わせ、支点と作用点の距離を短く、支点
める。 と力点の距離を長くすればいいことに気付

かせる。

６ 学習のまとめをする。

【評価規準Ｂの例】 ・ 重いものを楽に持ち上げるには」という「
重いものを楽に持ち上げる 書き出しを指定してまとめを書かせる。
には、支点と作用点のきょ
りを短くし、支点と力点のき
ょりを長くするとよい。

【評価規準】 （評価の観点：思考）
おもりを楽に持ち上げるには、おもりを支点に近づけ、支点から遠くで
力を加えればよいと考えている （評価方法：記録・発表）。

努力を要すると判断さ具体の評価規準
れた児童への手立てＡ Ｂ

おもりを楽に持ち上げる おもりを楽に持ち上げる 結果の図をもとにお
には、おもりをつるす位 には、おもりを支点に近 もりの位置と力を加30

分 置を支点に近づけて、力 づけて、力を加える位置 える位置をとらえさ
を加える位置を支点から を支点から遠ざければよ せる。
遠ざければよいと考え、 いと考えている。
分かりやすくまとめてい
る。

ひ ７ 学習の振り返りをする。
ろ ・自己評価をする。 ・今日の学習の感想や次にやってみたいこと
げ ・感想を発表する。 を書かせる。
る
８ ＶＴＲを見る。 ・今日発見したことでこんなこともできると ＶＴＲ5
分 いう驚きをもたせる。

( ) 板書計画4

10/12 4Ｐ

重いものを楽にもちあげるには 結果
どうしたいいだろう Ａ Ｂ

実験 予想

Ａ作用点 Ｂ力点 ・ 支点と作用点のきょりを短くする。
・支点と力点の距離が短くなる。

まとめ

重いものを楽に持ち上げるには、支点と作用
点のきょりを短くし、支点と力点のきょりを長
くするとよい。
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水平につり合った棒の左右におもりをつるして、つり合わせる活動を十分に行わせる。こ
、 、「 」こでは 教師が出した例題を全体でやった後に 左側と右側に１カ所ずつおもりをかける

という条件を与え、自由に実験をさせたい。自分たちのグループの結果や結果の交流の中か
ら、つり合うとき「おもりの重い方が支点に近い距離にある」ことに気付かせたい。
水平につり合った棒の片方だけにおもりをつるし、人差し指でつり合わせ、左右がつり合
うときの場所による手に掛かる力の大きさの違いに気付かせる。その後 「重いものを楽に、
持ち上げる方法」を前時までの学習から予想させ、てこのはたらきについて考えていく。予
想した方法を試してみる活動を十分に行い、実験結果から「てこのはたらき」の規則性に気
付かせていきたい。
実験用てこを使い、てこがつり合うときのきまりを実験を通して見つけさせ、今までの学
習との関連に気付かせていきたい。
補充・発展として、まずてこのはたらきを利用した道具探しをする。そのとき、その道具
を使いながら、楽な方法を見つけさせる。図に支点、力点、作用点を示させ、てこのはたら
きの規則性の理解をより深めたい。このとき、力点・作用点の間に支点のない道具も扱う。
このような指導を通して、条件に目を向けて実験を行う力や実験結果から規則性を見いだ
す力を養っていきたい。

３ 単元の目標と評価規準
目 標 評 価 規 準

関心・意欲・ ○てんびんやてこのしくみに興味をも ・身辺にある物をつり合わせることに
態度 ち 身辺にある物をつり合わせたり 進んで取り組んでいる。、 、

てこを利用した道具のしくみを調べ ・てこを利用した道具に興味をもち、
たりしようとする。 進んで道具を探したり、そのしくみ

を調べたりしている。
科学的な思考 ○てんびんやてこを使った実験の結果 ・てこが水平につり合うときの条件や

から、つり合うときの条件やてこの 規則性を考えている。
はたらき、それらの規則性について ・楽に持ち上げるには、おもりを支点
考えることができる。 に近づけ、支点から遠くで力を加え

ればよいと考えている。
技能・表現 ○上皿てんびんを正しく操作したり、 ・上皿てんびんを正しく操作したり、

てんびんのきまりを利用した道具を てこやてんびんを利用した道具を作
作ったりすることができる。 ったりしている。

知識・理解 ○てんびんの働きやきまり、てこがつ ・水平につり合った棒の支点から等距
り合うときのきまりをとらえること 離にものをつるして棒が水平になっ
ができる。 たとき、ものの重さは等しいことを

理解している。
・てこがつり合う時にはそれらの間に
一定のきまりがあることを理解して
いる。
・力を加える位置や力の大きさを変え
ると、てこを傾けるはたらきが変わ
ることを理解している。

４ 教材の関連と発展
[本単元] ９ おもりのはたらき

●水平につり合った棒の支点から等距離にも ○糸につるしたおもりが１往復する時
のをつるして棒が水平になったとき、もの 間は、おもりの重さなどによっては
の重さは等しいこと。 変わらないが、糸の長さによって変
●力を加える位置や力の大きさを変えると、 わること。
てこを傾けるはたらきが変わり、てこがつ ○おもりがほかのものを動かすはたら
り合うときには、それらの間に一定のきま きは、おもりの重さや動く速さによ
りがあること。 って変わること。

☆ 第二種、第三種のてこ 中学校
☆ 輪軸 ( ) 身近な物理現象1

イ 力と圧力




